
345,308（＋59） 391,259（＋153）736,567（＋212） 306,279（＋52）平成23年12月1日現在
（　）内は前月比

※平成22年国勢調査の確定値を基数として算出。
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新しい歴史を走る。

第11回

　フェイスブック（インターネット上で社会的な繋がりを
作るサービスの一種）を始めてから約1年。最近では利用者
も増え、疎遠になっていた友達と繋がることが多くなり、と

ても便利なツールだなと感じています。熊本市も1か月間の試験運用を経
て、4月からフェイスブックページの本格運用を予定しています。ご支援を
よろしくお願いします。　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　（S）

再生紙を使用しています

ひごまるコール☎

ホームページ

FAX 096-370-2002 電子メールアドレス 1500＠higomaru-call.jp

熊本市コールセンター

096-334-1500
さあ みんな知ってる  ひ   ご    ま    る

午前8時～午後9時（年中無休）

検　索ひごまるコール

市役所での手続き、施設案内、イベント情報などの問い合わせにお答えします！

配布に関するお問い合わせ 市政だより配布センター　0120-887-778 富合町・城南町にお住まいの方は
各総合支所へ。

　なぜ清正は肥後半国の領主に任命されたのか。

　この問題は、長い間真剣に議論されたことはありませんで

した。従来、この問いに対しては「清正自身が朝鮮出兵の先鋒

を希望したため肥後を望んだ」「秀吉子飼いの武将だから」な

どと説明されてきましたが、果たしてこれは事実なのでしょ

うか。武勇を誇る清正が秀吉に一国を所望して、それを秀吉

が認めたとする逸話が有名ですが、これは後世に創作された

ものでしょう。しかも当時の史料を見ると、戦における清正

の実戦経験は少なく、目立った武功と言えば賤ヶ岳の合戦ぐ

らいです。後世語り継がれているような武勇に優れた武将の

姿はそこにはありません。史料から浮かび上がってくる人間

像は、軍人ではなく能吏※・清正の姿です。

　では、時間を遡って肥後入国以前における清正の経歴を見

てみましょう。そこに清正が領主に任命された本当の理由が

隠されています。まず、清正の大きな役割として蔵入地（秀吉

の直轄領）の管理を任されていることが注目されます。蔵入

地は豊臣政権を支える財政基盤であるため、その管理は重要

な任務でした。最初に清正が任された地域は、播磨国（現在の

兵庫県）にある5,000石程の蔵入地です。これは天正14年のこ

とで、同時に清正は主計頭を名乗り始めていますので、ここ

から清正は蔵入地代官としてのキャリアをスタートさせた

と思われます。次に判明する蔵入地は、讃岐国（現在の香川

県）です。この地は本来、尾藤知宣の所領でしたが、天正15年

の九州攻めで知宣が失態を演じたため所領を取り上げられ、

領主不在となっていました。そこで、秀吉は清正を讃岐国に

派遣して領内蔵入地の現況調査を命じています。これが天正

15年8月頃のことです。この時、清正は九州攻めの戦後処理

のため九州にいますので、実際には清正ではなく家臣が実務

にあたったようです。また、このほかに和泉国（現在の大阪府

南部）の堺周辺の蔵入地代官も務めていた形跡があります

が、詳しいことは不明です。このように数か所の蔵入地を担

当した経験が、清正にとっては領主へステップアップするた

めの実績となり、その後の道を開きました。言い換えれば、蔵

入地の管理という秀吉が与えた重要任務を問題なく遂行し

たことで、秀吉の信頼を得、肥後半国の領主に登用されたと

言えます。実際に、秀吉は書状の中で「お前は何事にもよく頑

張り、役に立つので」と肥後を与えた理由を述べ、それまでの

清正の働きぶりを高く評価しています。

　さて、秀吉が理想とする人材に成長した清正ですが、なぜ

肥後だったのでしょうか。当時の史料を読む限りでは、清正

の肥後配置は決して既定路線ではなく、秀吉の現実に即した

人事査定を経て決定されたことが分かります。清正の場合、

天正15年4月に九州攻めで肥後に来て以来、国衆一揆の鎮圧

やその後の戦後処理、また翌16年正月から4月頃まで実施さ

れた上使衆検地やその後の城番任務に至るまでの行動を見

ると、領主に就任する1年以上も前から清正は肥後を拠点に

活動していることが分かります。つまり、清正は秀吉家臣の

中でもっとも肥後の実情に通じた人物になっていたのです。

結果的に、これらの経験が清正が肥後に送り込まれる決定的

な要因となりました。

　秀吉の政治方針や与えられた指示を理解し、それを忠実に

実践できる経験や能力を兼ね備え、かつ肥後という国に1年

以上も深く関わり、内情を知り尽くしている人物は清正以外

にいなかったわけです。秀吉ならではの適材適所の家臣起用

が見て取れます。

　清正は戦に強い武将としてではなく、優れた行政マンとし

て肥後に送り込まれたというのが妥当な見方ではないで

しょうか。
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午前8時～午後8時（土曜・日曜日、祝日は除く）

このコーナーは、大浪 和弥さん（元熊本博物館学芸員）が執筆しています。
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　天正16年（1588）閏5月、27歳にして肥後半国の領主となった清正。秀吉が朝鮮出兵に向けて最

重要拠点と位置付ける肥後に、なぜ一家臣に過ぎなかった清正が配置されたのでしょうか。今回

は清正を抜擢した秀吉の意図を探ります。
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区バス「コミュニティ路線」の愛称が区バス「コミュニティ路線」の愛称が

　4月から運行する区バス「コミュニティ路線」の愛称を

募集したところ、650作品の応募をいただきました。選定

委員会を開いて審査した結果、愛称を「ゆうゆうバス」に

決定しました。

①デジタルカメラで撮影したカラー

または白黒の作品で、未発表のもの。

②県内で撮影されたもので、作品か

ら熊本と季節（秋・冬）を感じ取れ

るもの。

入賞・入選者には、賞状と副賞を贈呈

2月24日 までに作品をCD-ROMに

JPEG形式で保存したものと応募シー

トを封筒に入れて〒860-8601新幹線

戦略室（☎096-328-2948）へ

作　品

賞　品

申込み

（交通政策総室　☎096-328-2510）

　「ゆう」と読む漢字といえば、熊・優・湧・遊・友など

数多くあり、いろいろイメージできます。熊本市（熊）

で優しい（優）移動手段となるバス、また、市民にとっ

て友達（友）のような存在になって欲しいという意

味が込められています。

「ゆうゆうバス」運行車両
　しろめぐりんサイズの小型バス

です。今後デザインを行います。
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熊本城マラソンいよいよ開催！

くらしの情報・お知らせ

平成24年度公民館受講生募集

くまもと春の植木市開催

加藤清正の実像　ほか

九州新幹線をテーマにした

第2期

夏賞
「城下町を走る」榊 光義さん

春賞
「菜の花畑で歓迎」上原 茂章さん

デジタルフォトコンテスト
　　作品募集！
デジタルフォトコンテスト
　　作品募集！

愛
称
の
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味

※ほかのコンテストとの重複応募は
不可。
※応募は、1人2点まで。


